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本
校
は
現
在
、
中
学
14
、
高
校
12
の

26
学
級
、
生
徒
数
は
中
学
576
名
、
高
校

472
名
、
計
１
０
４
８
名
の
女
子
校
で
あ

る
。

　

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
に
創
設
、

今
年
度
で
創
立
132
年
目
に
入
る
。「
徳

才
兼
備
の
女
性
を
育
て
る
」
と
い
う
創

立
者
・
三
輪
田
眞
佐
子
の
意
志
を
受
け

継
ぎ
、
誠
実
で
才
気
溢あ
ふ

れ
る
女
性
を
育

て
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
る
。
６
年

後
の
大
学
進
学
だ
け
を
目
標
と
せ
ず
、

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
豊
潤
な
人
格

の
形
成
を
目
指
す
。
常
に
誠
実
で
あ
ろ

う
と
す
る
、
素
直
で
折
れ
な
い
心
と

響
き
合
い
理
解
し
合
お
う
と
働
き
か
け

る
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
た
た
か
い
共
感

力
を
育
む
。
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
強
固
な

「
才（
学
力
）」を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、

本
校
の
教
育
の
真
髄
で
あ
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
大
学
・
学
校
の
ほ

か
、
日
本
武
道
館
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
文
化
施
設
や
大
使
館
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す
る
千
代
田
区
九

段
に
拠
点
を
構
え
て
お
り
、
２
０
１
０

年
夏
に
は
安
全
と
安
心
を
最
優
先
に
考

　

平
成
24
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
中
学
校
武
道
必
修
化
は
今
年
度
で
８
年
目
と

な
る
。
本
校
は
29
年
度
よ
り
空
手
道
を
採
用
し
、
中
学
３
年
生
の
１
年
間
、

週
１
回
の
空
手
道
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
前
任
校
の
普ふ

連れ
ん

土ど

学
園
中
学
校

で
も
空
手
道
の
授
業
を
６
年
間
行
っ
て
き
た
が
、
通
年
で
武
道
を
指
導
す
る

の
は
本
校
が
初
め
て
で
あ
る
。

　

赴
任
し
た
１
年
目
の
通
年
授
業
で
は
、
２
学
期
の
後
半
に
な
る
と
生
徒
に

飽
き
が
見
え
は
じ
め
て
い
た
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
か
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
通
年
の
授
業
で
も
生
徒
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
を
し
、
空
手

道
、
武
道
の
理
念
を
伝
え
て
い
る
授
業
実
践
を
紹
介
し
た
い
。

　
つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
⑲

　
　（
空
手
道
授
業
・
通
年
授
業
で
の
飽
き
さ
せ
な
い
授
業
実
践
）

三
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年
間
30
時
間
程
度
の
武
道
授
業
で
何

が
伝
え
ら
れ
る
か
を
考
え
た
時
、
多
く

の
技
を
習
得
す
る
こ
と
よ
り
も
、
空
手

道
を
通
し
た
人
間
教
育
の
方
が
、
よ
り

心
に
響
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

勿
論
、
色
々
な
技
を
覚
え
た
り
形
を
覚

え
た
り
、
発
表
や
試
合
を
行
う
こ
と

で
〝
空
手
道
は
楽
し
い
〟
と
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
し
、

そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
武
道
理
念
で
あ

る
。〝
お
も
し
ろ
い
〟
と
感
じ
て
も
ら

え
る
中
で
、
武
道
文
化
の
コ
ア
の
部
分

（
豊
か
な
心
）
を
い
か
に
伝
え
ら
れ
る

か
…
…
。
こ
れ
が
女
子
に
武
道
を
教
え

る
醍だ
い

醐ご

味み

で
あ
る
と
思
う
。

　

つ
い
最
近
ま
で
、
道
場
で
学
ば
な
い

限
り
、
学
校
教
育
下
で
は
女
子
が
武
道

に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
私
自
身
の
ポ
リ
シ
ー
は
、
生

徒
達
が
武
道
教
育
か
ら
学
ん
だ
キ
ー

ワ
ー
ド
を
日
常
生
活
に
活い

か
し
、
か
つ

次
代
の
子
供
達
を
育
て
る
際
に
そ
の
知

恵
を
活
か
す
こ
と
…
…
で
あ
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６武
道
理
念
と
日
常
生

活
と
の
融
合

７ ８ ９生
徒
の
授
業
の
感
想

ま
と
め

授
業
の
実
践

指
導
計
画

学
習
場
所
と
用
具

学
校
の
特
徴

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

本
校
で
の
授
業
は
３
年
目
に
な
る
。

本
校
で
は
３
学
年
時
に
通
年
週
１
回
の

武
道
の
時
間
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
年

間
30
時
間
程
度
の
授
業
数
と
な
っ
て
い

る
。
初
年
度
は
前
任
校
（
１
学
年
10
時

間
、
２
学
年
10
時
間
）
の
経
験
を
活
か

し
て
、
１
学
期
に
前
任
校
の
１
学
年
の

内
容
、
２
学
期
に
前
任
校
の
２
学
年
の

内
容
を
当
て
は
め
て
授
業
を
展
開
し
た

ま
で
は
良
か
っ
た
が
、
３
学
期
は
「
既

習
し
た
技
を
組
み
合
わ
せ
て
連
続
し
た

20
個
の
動
き
」
を
考
え
さ
せ
た
も
の

の
、
こ
れ
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。
通

年
授
業
で
は
２
学
期
後
半
に
や
や
飽
き

が
見
ら
れ
て
き
た
の
だ
。
３
学
期
は

チ
ー
ム
で
考
案
す
る
楽
し
み
を
意
図
し

た
内
容
で
あ
っ
た
が
、
武
道
に
お
い
て

は
創
作
ダ
ン
ス
の
よ
う
な
創
る
楽
し
さ

よ
り
は
、
球
技
の
よ
う
に
技
術
を
磨

き
、
そ
れ
を
活
か
し
た
発
表
や
試
合
の

機
会
を
多
く
し
た
方
が
、
生
徒
は
楽
し

め
る
と
痛
感
し
た
初
年
度
で
あ
っ
た
。

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
が
取
れ

る
広
さ
で
あ
る
。
１
ク
ラ
ス
44
名
で
使

用
す
る
に
は
充
分
な
ス
ペ
ー
ス
で
あ

り
、
空
手
の
試
合
コ
ー
ト
は
８
面
取
れ

る
の
で
５
人
組
の
団
体
形
チ
ー
ム
を
８

チ
ー
ム
編
成
し
、
各
コ
ー
ト
で
練
習
が

可
能
で
あ
る
。

　

空
手
の
試
合
に
お
け
る
形
の
審
判
法

が
採
点
式
に
戻
っ
た
が
、
授
業
で
は
旗

判
定
の
方
が
分
か
り
や
す
く
、
生
徒
に

よ
る
審
判
も
し
や
す
い
の
で
、
既
存
の

紅
白
旗
を
活
用
し
て
い
る
。

　

空
手
道
の
授
業
は
防
具
も
必
要
な
く

ジ
ャ
ー
ジ
で
出
来
る
の
で
コ
ス
ト
が
か

か
ら
な
い
。
し
か
し
、「
帯
を
し
め
る
」

と
い
う
経
験
を
し
て
み
る
の
も
よ
い
の

か
な
と
感
じ
る
時
が
あ
る
。
昨
年
度
、

日
本
武
道
館
と
全
日
本
空
手
道
連
盟
主

催
の
中
学
校
武
道
授
業
（
空
手
道
）
指

導
法
研
究
事
業
の
一
環
と
し
て
授
業

を
実
践
し
た
が
、
そ
の
中
の
「
平
安
の

形
分
解
」
で
は
、
初
段
～
五
段
の
５
つ

の
分
解
を
５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
演
武

を
し
た
。
演
武
会
の
際
は
、
帯
の
色
を

チ
ー
ム
毎
に
変
え
て
み
た
ら
、
チ
ー
ム

の
団
結
力
向
上
に
繋つ
な

が
っ
た
。
見
た
目

も
華
や
か
に
な
っ
て
よ
い
と
思
う
。

え
た
校
舎
が
完
成
。
専
門
的
な
特
別
教

室
や
施
設
が
配
置
さ
れ
、
機
能
性
に
優

れ
た
環
境
で
、
生
徒
達
は
快
適
な
学
園

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
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武
道
場
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
体

育
施
設
も
充
実
し
て
い
る
。
冷
暖
房
が

完
備
さ
れ
て
い
る
体
育
館
は
３
階
と
地

下
１
階
の
２
フ
ロ
ア
で
、
い
ず
れ
も
バ

筆者後列右から２番目。2018 年 11月
平成 30年度中学校武道授業（空手道）指導法研究事業
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そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
２
年
目

は
、
同
じ
技
（
同
じ
形
）
の
繰
り
返
し

で
も
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
を
凝
ら
す
よ

う
に
指
導
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ

り
、
前
任
校
か
ら
実
施
し
て
い
た
内
容

（
形
の
発
表
と
試
合
）
に
、「
形
分
解
」

の
発
表
と
試
合
を
新
た
に
盛
り
込
む
こ

と
で
、
指
導
計
画
を
練
っ
た
。
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２
年
目
の
昨
年
度
は
、
別
表
に
示
す

よ
う
に
１
学
期
は
10
時
間
の
コ
マ
数
が

あ
り
、
空
手
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ

せ
る
た
め
に
ビ
デ
オ
鑑
賞
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
礼
儀
作
法
や
突
き
や
受
け
・
蹴

り
な
ど
の
基
本
的
な
技
と
約
束
組
手
を

習
得
し
た
後
に
、
基
本
形
１
に
取
り
組

み
、
団
体
形
の
発
表
会
を
目
標
と
し
た

（
初
年
度
踏
襲
）。
そ
こ
で
大
切
な
の
が

前
述
し
た
武
道
理
念
を
ど
う
伝
え
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
毎
時
間
に

キ
ー
ワ
ー
ド（
武
道
用
語
）を
設
定
し
、

言
葉
の
意
味
と
身
体
の
動
作
が
関
連
付

け
ら
れ
る
と
生
徒
達
の
心
に
理
念
が
宿

り
や
す
い
。

　

２
学
期
は
「
中
学
校
武
道
授
業
指
導

法
研
究
事
業
」
の
一
環
で
本
校
で
研
究

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
、
初
年

度
の
見
直
し
も
含
め
て
大
幅
に
授
業
内

容
を
変
更
し
た
。

　

研
究
事
業
で
の
授
業
で
は
、
ミ
ニ
演

武
会
（
15
分
程
度
）
を
行
い
た
か
っ
た

の
で
、
２
学
期
で
は
初
の
取
組
と
な
る

「
平
安
の
形
分
解
」
の
５
つ
（
平
安
初

段
～
五
段
の
分
解
）
を
指
導
す
る
こ
と

が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
初
め
て

の
学
習
者
が
学
び
や
す
い
よ
う
に
、
形

分
解
を
し
て
い
る
指
導
者
の
動
画
を
生

徒
のiPad

に
配
信
し
、
家
庭
で
も
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
授
業
で
も

iPad

を
活
用
し
て
形
分
解
を
ス
ム
ー

ズ
に
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

し
か
し
、
空
手
道
の
複
雑
な
動
き
を
マ

ス
タ
ー
す
る
の
に
そ
れ
で
も
充
分
な
時

間
は
な
く
、
今
年
度
は
１
学
期
か
ら
、

少
し
ず
つ
取
り
組
む
よ
う
に
し
た
い
。

　

２
学
期
で
覚
え
る
時
間
が
省
略
さ
れ

れ
ば
、
ミ
ニ
演
武
会
で
の
号
令
や
進
行

も
、
生
徒
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
す
る
。
昨
年
度
の
研
究
事
業
用
に

考
案
し
た
ミ
ニ
演
武
会
で
あ
っ
た
が
、

好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
今
年

度
も
実
施
し
た
い
。

　

補
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
研
究

事
業
の
対
象
と
な
っ
た
ク
ラ
ス
は
学
年

４
ク
ラ
ス
で
、
一
番
空
手
道
を
苦
手
と

し
た
生
徒
が
多
か
っ
た
が
、
研
究
事
業

の
一
環
と
し
て
の
授
業
と
い
う
、
人
に

見
せ
る
場
を
与
え
ら
れ
た
結
果
、
そ
れ

に
向
け
て
明
確
な
目
標
が
で
き
て
、
他

の
ク
ラ
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
上
達
度
を

示
し
た
。
当
初
は
今
季
限
り
の
ミ
ニ
演

武
会
と
思
っ
て
い
た
が
、
精
神
面
・
技

術
面
へ
の
効
果
を
痛
感
、
今
年
度
も
そ

こ
を
最
終
地
点
と
し
た
構
成
に
し
、
ク

ラ
ス
を
担
当
し
て
下
さ
っ
て
い
る
他
教

科
の
教
員
の
皆
様
に
お
声
か
け
を
し
て

演
武
会
を
ご
覧
頂
け
た
ら
…
…
と
考
え

て
い
る
。

　

３
学
期
は
形
の
審
判
法
を
覚
え
て
、

生
徒
が
審
判
と
な
り
、
基
本
形
２
の
試

合
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
・
敗
者
復
活

戦
あ
り
）
を
実
施
し
た
。
同
じ
く
、
平

安
二
段
の
形
分
解
を
活
用
し
て
、
形
分

解
の
団
体
戦
を
行
っ
た
。
先
鋒
～
大
将

ま
で
の
５
人
団
体
戦
は
団
体
形
と
は
ま

た
違
う
チ
ー
ム
戦
が
楽
し
め
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
形
分
解
５
つ
を
全
員

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
一
番
簡
単
な
二
段
限
定
で
対
戦
し

た
が
、
今
年
度
は
１
学
期
か
ら
形
分
解

を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
先
鋒
初

段
…
大
将
五
段
と
い
う
よ
う
に
使
い
こ

な
せ
て
い
け
れ
ば
と
期
待
す
る
。

　

昨
年
度
か
ら
武
道
の
授
業
で
も

iPad

を
活
用
し
た
。
指
導
者
の
動
作

を
生
徒
のiPad

に
配
信
す
る
こ
と

で
、
形
や
形
分
解
を
効
率
よ
く
学
べ

る
。
ま
た
、
授
業
中
も
チ
ー
ム
で
動
き

を
録
画
し
て
、
再
生
し
な
が
ら
確
認

す
る
こ
と
で
、
技
術
の
向
上
に
繋つ
な

げ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
技
テ
ス
ト

は
、
２
人
組
に
な
り
撮
影
し
た
も
の
を

私
のiPad

に
送
信
し
て
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
５
分
程
度
で
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
時

間
内
な
ら
何
度
か
や
り
直
し
が
で
き
る

の
で
少
し
緊
張
感
が
欠
け
て
し
ま
う
の

と
、
あ
と
で
映
像
を
評
価
す
る
の
は
時

間
が
か
か
り
、
非
常
勤
講
師
と
い
う
勤

務
形
態
で
は
限
ら
れ
た
出
勤
日
で
の
処

理
は
厳
し
い
。
し
た
が
っ
て
２
学
期
か

ら
は
従
来
通
り
、
授
業
内
で
目
の
前
で

一
発
勝
負
の
テ
ス
ト
に
戻
し
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６武
道
理
念
と
日
常
生

活
と
の
融
合

７ ８ ９生
徒
の
授
業
の
感
想

ま
と
め

授
業
の
実
践

指
導
計
画

学
習
場
所
と
用
具

学
校
の
特
徴

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

１
学
期
で
は
空
手
道
の
独
特
な
動
き

に
慣
れ
、
専
門
的
な
武
道
用
語
が
日
常

生
活
と
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
学
期
で
は

具
体
的
な
高
い
目
標
を
掲
げ
た
こ
と
に

よ
り
、
学
習
意
欲
の
高
ま
り
と
達
成
感

を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
３
学

期
で
は
、
２
学
期
の
ミ
ニ
演
武
会
の
高

揚
感
に
比
べ
て
逆
に
意
欲
が
見
ら
れ
な 全体指導

iPad で演武を撮影

iPad を活用し、効率よく形や形分解を学ぶ

366頁・2,400円＋税

・526頁・4,000円＋税
2,400円＋税

2,400円＋税

2,400円＋税
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基本形個人カード　　　　　　　　　　　　
中３　　　　組　　　　番　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　チーム：

★メンバー相互評価表

氏名 リーダーシップ キレ 力強さ 協力 練習 気合 合計点

1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

2 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

3 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

4 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

5 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

6 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

7 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

★発表

演武順 チーム名 完成度 キレ 力強さ 正確さ シンクロナイズド 気合 合計点

1 Ａ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

2 Ｂ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

3 Ｃ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

4 Ｄ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

5 Ｅ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

6 Ｆ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

7 Ｇ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

8 Ｈ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

良かった点

改　善　点

[一番、上手だと思ったチームは？] チーム

[1学期の授業について]

楽しかった点　…

難しかった点　…

今後やってみたいこと　…

組 番 氏名

2

O 5 4 3 2 1

1N

1

M 5 4 3 2 1

L 5 4 3 2

5 4

5 4 3

3

2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

G

H

I

J

K

基本形発表会　

5 4 3 2A 1

B

C

D

E

F

く
感
じ
た
が
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
入

る
と
、
新
た
な
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
、

緊
張
感
の
中
に
も
楽た
の

し
気げ

な
姿
が
多
々

見
ら
れ
た
。

　

１
学
期
か
ら「
平
常
心
」や「
き
め
」

な
ど
の
武
道
用
語
を
使
い
な
が
ら
、
全

体
の
テ
ー
マ
を
「
察
す
る
」
と
し
、
言

い
続
け
て
き
た
。
団
体
形
で
お
互
い
の

動
き
を
合
わ
せ
る
に
は
察
す
る
力
が
必

要
だ
と
認
識
し
、
言
葉
を
介
さ
な
い
で

互
い
が
共
鳴
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ

れ
が
四
列
横
隊
を
作
る
と
き
、
先
生

の
話
を
聞
く
と
き
、
互
い
に
意
見
を

出
し
合
う
と
き
…
…
、
様
々
な
場
面
で

必
要
と
さ
れ
る
と
実
感
し
、
周
り
を
気

遣
う
仕
草
が
増
え
て
き
た
。
形
や
形
分

解
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
、
ク
ラ
ス

に
よ
っ
て
は
指
導
者
の
指
示
が
な
く
て

も
、
試
合
中
は
正
座
で
ビ
シ
ッ
と
待
機

し
て
い
た
。
相
手
を
思
い
や
る
態
度
、

会
場
の
雰
囲
気
を
察
し
た
心
遣
い
が
そ

こ
に
は
見
え
た
の
で
あ
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６武
道
理
念
と
日
常
生

活
と
の
融
合

７ ８ ９生
徒
の
授
業
の
感
想

ま
と
め

授
業
の
実
践

指
導
計
画

学
習
場
所
と
用
具

学
校
の
特
徴

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

最
後
に
昨
年
度
の
生
徒
の
授
業
の
感

想
を
提
示
し
て
、
本
稿
を
終
了
と
し
た

い
。
本
年
度
も
、
空
手
道
、
武
道
本
来

の
理
念
が
生
徒
た
ち
に
よ
り
よ
く
伝
わ

る
よ
う
、
様
々
な
工
夫
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

・
武
道
に
つ
い
て
少
し
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
一
年
だ
っ
た
。
技
だ
け
で

な
く
周
り
と
同
じ
動
き
を
し
た
り
、
黙

想
の
時
間
が
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

初
め
は
何
の
た
め
に
武
道
を
し
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
授
業
を
重

ね
て
い
く
う
ち
に
武
道
か
ら
日
本
の
文

化
の
良
さ
を
知
れ
た
。
空
手
と
い
う
よ

り
は
普
段
か
ら
の
生
活
態
度
に
つ
い
て

多
く
学
べ
た
と
思
う
。

・
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
大
変
だ
っ
た

が
、
自
分
達
で
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
協

力
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
、
改
善
点
な

ど
を
み
ん
な
で
出
し
合
っ
て
団
結
力
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
団
体
戦
な
ど

で
み
ん
な
と
合
わ
せ
て
や
っ
た
こ
と
は

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。「
察
す
る
」
と

い
う
こ
と
を
学
べ
て
、
け
じ
め
を
つ
け

る
こ
と
を
心
が
け
よ
う
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

・
自
分
に
自
信
が
つ
い
た
。

・
チ
ー
ム
で
団
結
し
て
力
を
合
わ
せ
て

一
つ
の
こ
と
を
達
成
で
き
て
よ
か
っ

た
。
武
道
は
礼
儀
が
大
事
で
始
ま
り
と

終
わ
り
、
静
か
に
す
る
な
ど
人
と
し
て

大
事
な
こ
と
が
学
べ
た
。
礼
儀
作
法
を

重
ん
じ
る
授
業
方
針
は
心
地
よ
か
っ

た
。

・
演
武
会
や
色
々
な
発
表
、
試
合
を
す

る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
良
い
経
験
が
で

き
楽
し
か
っ
た
。
武
道
は
今
ま
で
地
味

な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
こ
だ
わ
り
だ
す
と
凄す
ご

く
奥
が
深
い

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
分
か
り
、
友
達
と
は
、

球
技
と
は
少
し
違
う
形
で
接
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。

・
ど
う
す
れ
ば
キ
レ
よ
く
動
け
る
か
、

ど
う
す
れ
ば
み
ん
な
と
動
き
を
合
わ
せ

ら
れ
る
か
な
ど
を
、
色
々
考
え
な
が
ら

練
習
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
技
術

だ
け
で
な
く
、
作
法
や
礼
儀
な
ど
多
く

を
学
べ
、
武
道
を
通
し
て
表
現
力
も
鍛

え
ら
れ
た
気
が
す
る
。
礼
は
、
今
で
は

当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
生
活

面
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
武

道
を
す
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
周
り
を
見
て
「
察
す
る
」
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
い
た
い
。
武
道
を
通
し
て

技
や
形
だ
け
で
な
く
、
心
得
や
心
構
え

を
学
べ
て
勉
強
に
な
っ
た
。

形分解（ミニ演武会）

団体形（ミニ演武会）
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テーマ １学期
1 　ビデオ鑑賞　　　　　　　　　　* 自己紹介カード

2

極め

（１）「空手道とは？」「歴史」
（２）座礼・立礼「礼とは？」左座右起
（３）立ち方　８種　( 閉足・結び・平行・外八字・前屈・内八字・四股・猫足）
（４）拳の握り方・自然体（用意の姿勢）
（５）突き（平行立ちで上中下）

3

残心

（１）突き（平行立ち）の復習
（２）受け（平行立ちで上段・外受け・下段）「突き→受け」の分解の説明　「受けとは？」
（３）前蹴り（平行立ち）
（４）前屈立ちの説明→自然体から左（右）前屈下段受けの練習 [ 上段受け・外受けも ]
　　＊足は一歩下がって＊受けは左手から

4

察する

（１）突き（平行立ち）
（２）前屈立ち確認→自然体から受け（上段・外受け・下段）の練習
（３）[ その場基本 ] →中段逆突き・前蹴り・上段順突き・中段順突き
（４）[ 移動基本 A]
　①前屈立ち→移動（前進→後退）
　②前屈立ち→移動（前進・上段順突き / 後退・上段受け）
　③前屈立ち→移動（前進・中段順突き / 後退・外受け）
　④前屈立ち→移動（前進・前蹴り / 後退・下段受け）
（５）約束組手の練習
　[ 攻 ] 平行立ち→左前屈下段受け→（右上段順突き・右中段順突き・右前蹴り）
　[ 防 ] ①平行立ち→上段受け・外受け・下段受け（下がって前屈）
　[ 防 ] ②平行立ち→左前屈立ち（左上段受け・左外受け・左下段受け）→中段逆突き
　　＊約束組手×３種類（互いに向かい合って）[ ＊反対の構えも時間があれば ]

5

忍耐

（１）基本（前屈立ちで中段逆突き・前蹴り）
（２）移動基本 A
（３）約束組手（2 人組、周り交代方式）
（４）方向転換（90 度×２・180 度・270 度）の説明　★基本形１見せる
（５）方向転換（90 度×２・180 度・270 度）→（技入り）

6

気合

（１）基本（中段逆突き・前蹴り）（２）移動基本 A
（３）方向転換（90 度×２・180 度・270 度）→（技入り）の復習
（４）基本形の順序を覚える
（５）号令の掛け方練習（復唱させる）
　　★五人団体形の要領で練習（中央：用意→始め）

7

調和
協力
＝

（協調性）

思いやり

（１）基本（中段逆突き・前蹴り）＋四股立ち中段突き
（２）移動基本Ｂ（順突き・前蹴り）
（３）方向転換（90 度×２・180 度・270 度）→（技入り）の復習
（４）基本形の順序（全員で２～３回）
（５）団体形メンバー結成（五人隊形の作り方・号令の掛け方）
（６）基本形（チーム練習）（中央：号令係）

8
気力

（１）基本（四股突き・中段逆突き・前蹴り）・移動基本Ｂ
（２）テストの説明→練習
（３）基本形の順序（全員で２～３回）
（４）基本形（チーム練習）（場所号令係決定）

9 集中
平常心

テスト（立礼・中段逆突き）
テスト（約束組手Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　★基本形練習

10 気迫 中間発表会（１チームづつ）　

約束組手　A: 攻撃側　B: 防御側
1. A 左前屈下段受け→「上段いきます」→右前屈上段順突き

B:（右斜め後方）左前屈左上段受け→右逆突き
2. A 左前屈下段受け→「中段いきます」→右前屈中段順突き

B:（右斜め後方）左前屈左外受け→右逆突き
3. A 左前屈下段受け→「前蹴りいきます」→右前蹴り

B:（右斜め後方）左前屈左下段受け→右逆突き

１ 平常心　普段と変わらない心。
２ 極め　　攻撃部位に瞬間的にエネルギーを集中させる動き。演者が動きをとめて形をつける。
３ 残心　　動作を終えた後でも緊張を持続させる心構え。
４ 察する　推察する。
５ 忍耐　　苦難をこらえる。
６ 気合　　精神を集中させて事に当たるときの気持ちの勢い（その時の掛け声）。
７ 協力　　力を合わせて事にあたる。
８ 気力　　何かを行おうとする精神力（精神力＝何かをやり抜こうとする意志の力）。気持ちの張り。
９ 集中　　瞬発系集中力・持続系瞬発力 
10 気迫

「察する」を通年のテーマとして定めた。

＊基本形＝基本形１

テーマ ２学期

1
（１）基本（四股突き・中段逆突き・前蹴り・回し蹴り・約束組手Ａ）
（２）移動基本（順突き・逆突き・前蹴り・回し蹴り）
（３）基本形 1 の復習（全体・チーム練習）
（４）基本形１の入退場　　　　　　　　　　　　　　＊形分解動画→配信（生徒へ）

2
（１）基本（四股突き・中段逆突き・前蹴り・回し蹴り・約束組手Ａ）
（２）移動基本（順突き・逆突き・前蹴り・回し蹴り）
（３）基本形 1 の復習（全体・チーム練習）
（４）形分解（平安二段・初段）

3 形分解（平安三段・四段・五段）
4 形分解（五つ）

5 （１）チーム分け
（２）形分解選択　チーム内の隊形

6 （１）テスト（前蹴り）
（２）形分解練習

7 （１）隊形移動
8 団体形テスト（１チームづつ）　＊感想プリント（個人配布）

9
（１）中逆 180 度
（２）前蹴り 360 度
（３）形分解練習

10 （１）基本形２
（２）リハーサル

11 （１）チーム毎に基本形２（号令無し）
（２）ミニ演武会

12 基本形３

1 その場基本　①四股立ち中段突き　②中段逆突き　③前蹴り　④回し蹴り
2 移動基本　　①順突き　②逆突き　③前蹴り　④回し蹴り
3 基本形１　　　四列横隊のまま全員で（号令あり）

4
平安形分解…5 チームに別れる為、隊形移動し、
　　　平安二段・初段・三段・四段・五段の順番でチーム毎に発表。
　　　[ 演武を行うチームのみに照明が当たるよう、ライトを随時切り替える ]

5 選抜チームによる演武…　基本形１（無号令）

＊ミニ演武会 20 分

テーマ ３学期
1 チーム分け

2 （１）審判法（形）
（２）形試合練習（基本形 2）

3 （１）形試合開始（団体形テスト含む）
4 （１）形試合続き（団体形テスト含む）

5
（１）四股立ち中段突きテスト
（２）審判法（形分解）
（３）形分解試合練習

6 （１）形分解試合開始
7 （１）形分解試合続き

8 ＊感想プリント
ＦＲＥＥ　ＴＩＭＥ

＊テーマは 1 学期の用語を繰り返し多用する

＊テーマは 1 学期の用語を繰り返し多用する

平成 30 年度　空手道授業




